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centipede impede expedite 「語源学習法」とは？
　語源学習法とは，「英単語をパーツ（以下，word parts）に分解し，word parts の意
味を組み立ててその単語の意味を理解する」という学習法のことです．たとえば，
predict（「予言する」本書P.37）という英単語は，以下のように分解することができます．

このように，英単語を word parts に分解して意味を覚えるテクニックが語源学習法です．

語源学習法の3つのメリット
　語源学習法には以下のような3つの利点があります．
① 単語の長期的な保持が可能になる！
　語源学習法を実践することで，英単語に関する記憶が強固になります．たとえば，
「predict = 予言する」と丸暗記をするのではなく，［predictは前もって(pre)＋言う
(dict)から予言する］と理屈をつけて覚えることで，より長期的な保持が可能になります．
② 未知語の意味推測が可能になる！
　語源を学習することにより，リーディングやリスニングで出会った未知語の意味推測
が容易になります．たとえば，predict という単語の意味を知らなかったとしても，pre
とdictという word parts の意味を知っていれば，それらを手がかりに predict の意味
を推測することができます．
③ 単語の体系的・効率的な学習が可能になる！
　1つの word part の意味を習得することで，複数の単語を学習する手がかりを得るこ
とができます．たとえば，「pro/pre = 前に、前の」ということを覚えておけば，predict, 
progress, preview, prejudice, preludeなど，数多くの単語を学習するヒントになり
ます．
　研究によると，“14 Master Words”と呼ばれる英単語に含まれるword partsの意味
を学習することで，14,000以上の英単語の意味を推測する手がかりが得られることが
示されています．このデータから，語源学習法がいかに効率的な学習テクニックである
かがわかりますね．

predict = = 前もって言う→予言するpre（前に）＋dict（言う）

左脳と右脳の両方を刺激して暗記を定着させることを狙いとしました．また，紙面の関
係でイラスト化できないものに関しても，読者の方々が独自にイラストをイメージす
ることによって，右脳に焼付けながら効率的に学習することが可能となります．たと
えば，先にあげた単語のうち，百本足を持った「ムカデ(centipede)」，足を入れて動作
を「妨げる(impede)」，足かせを外して「手早く片付ける(expedite)」などをイメー
ジすることによって，より印象付けられるでしょう．
　語源学習の2番目のメリットは未知の単語に出会った時の対処法にあります．たと
えば，I forgot to bring my notes, so I had to improvise.という文の意味を考え
てください．最後の動詞improviseを初めて見る読者の方が多いと思いますが，「楽
譜を持って来るのを忘れたのでimproviseしなければならなかった」まで訳せれば，
もうわかったのも同然です．improviseは3つのパーツ［im（～でない）＋pro（前もっ
て）＋vise（見る）］から構成されています．つまり，「前もって楽譜を見ないでする」
ことから「即興で演奏する」という意味であることが推測できるでしょう．
　2003年11月に明日香出版社から出版した拙著『語源とイラストで一気に覚える英
単語』は発売と同時にオンライン書店のアマゾンの和書総合で，2日間に渡って1位の
座に輝きました．これには，企画に協力いただいた，英語学習サイト「英語を学ぶすべ
ての人へ」を主宰する中田達也氏の影響力も大きいと思いますが，イラストで右脳に
焼き付け，語源で左脳に定着させ，さらに例文で語法を確認させる，という様々な創
意工夫が功を奏した結果であったと思われます．その間，読者の方々からたくさんの
励ましの言葉をいただくと同時に様々なご意見やご批判をいただき，以来，「究極の語
源本とは何か？」を模索し続けてきました．そして，昨年，縁あって学習研究社の芳賀
靖彦氏の賛同をいただき，1年以上をかけて，今回の語源本の決定版の出版にたどり
着くことができました．本書『連想式にみるみる身につく　語源で英単語』の出版に
よって，英単語の語源学習が，再び社会の脚光を浴びることを願ってやみません．
　最後になりますが，本書を編纂するに際し，今回の企画に多大なる関心を示してい
ただき，監修を快諾していただいた我が尊敬する恩師・ウィリアム・カリー神父（前上
智大学学長）に，この場を借りて深い感謝の意を表したいと思います．
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